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2. 濃尾地震に関する文献と資料 

 

ここでは、濃尾地震に関する資料として、濃尾地震や濃尾平野の地下構造、活断層に関する論文

や、教科書から以下を紹介する。 

 

2.1 濃尾地震に関するもの 

 

多くの論文では、濃尾地震における被害調査に関する検討と、岐阜－一宮線の活断層の存在につ

いての検証について取り扱っている。村松 (1963) は、家屋の全壊率と地殻変動についての残さ

れていた資料による詳細な調査を行ない、さらに岐阜－一宮線の存在を主張している。松田 

(1974) は、1891 年濃尾地震の地表に現れた断層に沿った詳細な調査の結果を報告し、岐阜－一

宮線については、根尾谷・梅原断層の左ずれに伴う末端隆起現象であると主張している。三雲と

安藤 (1975) および Mikumo and Ando (1976) では、岐阜－一宮線の存在について、地殻変動の

観測値を説明するようなモデルを提唱している。また、破壊開始点は従来いわれてきた水鳥－金

原付近ではなく、断層の北端付近であることを主張。これまでの破壊開始点に関しては実は資料

が乏しく、その根拠はあまり明らかではない。 

 

また、最近発表された以下の論文では、濃尾地震の断層の今後の活動予測について取り扱ってい

る。岡田ほか (1992) では、梅原断層のトレンチ調査の報告と梅原断層の活動度が根尾谷断層よ

りも低いこと、濃尾活断層系の予想される地震の規模について述べている。また、岡田と松田 

(1992) では、水鳥断層と、その北西部の断層の性質と、濃尾地震の再来間隔について述べている。 
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2.2 濃尾平野の地下構造に関するもの 

 

濃尾地震に関して、また、濃尾地震の時に被害が大きかったという震裂波動線の生成原因につい

て考察を行なう上で、濃尾平野の構造に関する知識は重要である。杉崎と柴田 (1961) では濃尾



 4

平野で得られた地質柱状図に基づいて濃尾平野の地下構造について述べている。松沢 (1968) で

は、濃尾傾動地塊の地質構造と構造発展の歴史について述べている。桑原 (1968) では、濃尾盆

地の傾動地塊運動に関して、テクトニクスを含めた考察を行なっている。桑原 (1985) では、濃

尾平野の形成、構造発達史と地下の地質構造について述べている。 
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2.3 活断層一般 

 

濃尾平野の周囲にはいくつかの活断層があり、これらによって濃尾平野の端が定義されている場

合もある。これらに関する知識は濃尾平野についての考察を行なう上で重要である。濃尾平野西

端にある養老断層の地下構造と活動の履歴として、戸田ほか (1997) を、濃尾平野西端にある桑

名断層の活動に関する調査報告として、森ほか (1996) を、濃尾平野の東にある阿寺断層のトレ

ンチ調査の報告として遠田ほか (1995) を挙げておく。 

 

最後に、濃尾地震とは必ずしも直接的な関連はないが、活断層についての代表的な研究を載せて

おく。活断層一般の研究に関するレビューとして松田と岡田 (1968) を、プレートテクトニクス

の観点から見た活断層についての記述として岡田と安藤 (1979) を挙げておく。 
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